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五
月
は
各
支
部
で
「
支
部
総
会
」

を
開
催
し
、
新
年
度
の
役
員
を
は
じ

め
、
方
針
や
予
算
な
ど
が
審
議
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
橋
支
部
は
十
八
日
に
開
催
。
支

部
長
に
㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
町
田
氏

が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
支
部

会
員
企
業
の
一
〇
〇
％
黒
字
化
を
め

ざ
す
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で

は
「
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

橋
支
部
・
青
年
部
会
長
）
が
基
調
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
勢
崎
支
部
は
二
十
六
日
に
開

催
。
支
部
長
に
㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー

ス
・
榎
原
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方

針
を
「
矜
持
あ
る
経
営
者
に
な
ろ

う
！
」
と
し
ま
し
た
。
総
会
議
事
終

了
後
に
は
参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

桐
生
支
部
は
二
十
日
に
開
催
。
支

部
長
に
㈲
岡
田
電
気
設
備
・
岡
田
氏

が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
よ
り

良
い
会
を
め
ざ
し
、
よ
り
良
い
仲
間

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
! !
」
と
し
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
「
自
社
の
課
題
と

今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
新
会
員

が
ミ
ニ
体
験
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

太
田
支
部
は
二
十
一
日
に
開
催
。

支
部
長
に
㈱
オ
カ
ム
ラ
精
工
・
岡
村

氏
が
選
任
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
仲

間
と
共
に
学
び
、
未
来
に
夢
と
希
望

が
持
て
る
会
社
を
目
指
そ
う
！
」
と

し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
「
実
録
！

事
業
承
継
」
と
題
し
て
、
末
高
販
売

㈱
・
水
野
氏
（
高
崎
支
部
）
が
基
調

ン
」
を
開
催
し
、
群

馬
同
友
会
・
黒
岩
事

務
局
長
が
「
同
友
会

の
活
か
し
方
」
に
つ

い
て
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　

高
崎
支
部
は

二
十
七
日
に
開
催
。

支
部
長
に
三
朋
企
業

㈱
・
宮
石
氏
が
選
任

さ
れ
、
活
動
方
針

を
「
楽
し
く
学
び
合

い
経
営
体
質
強
化
！

今
こ
そ
理
想
を
現
実

に
! !
」
と
し
ま
し

た
。
第
二
部
で
は

「
こ
れ
が
私
の
生
き

る
道
! !
」
を
テ
ー

マ
に
、
㈱
エ
ス
テ
ィ

ビ
ー
・
杉
崎
氏
（
前

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
は
二
十
二
日
に
開
催
。

支
部
長
に
阿
左
見
メ
カ
ニ
カ
ル
・
阿

左
見
氏
が
選
任
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「〝
恕
〟
〜
優
し
さ
と
思
い
や
り
の

経
営
〜
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で

は
出
席
者
全
員
に
よ
る
「
経
営
目
標

交
換
会
」
を
開
催
。
単
年
度
の
目
標

を
互
い
に
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

渋
川
吾
妻
支
部
は
二
十
六
日
に
開

催
。
支
部
長
に
㈱
シ
ェ
リ
ー
・
清
塚

氏
が
再
選
さ
れ
、活
動
方
針
を「
も
っ

と
良
い
経
営
者
に
な
ろ
う
！
」
と
し

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
「
激
変
の
時

代
、
中
小
企
業
が
勝
ち
進
め
る
業
態

変
革
」
と
題
し
て
、㈱
プ
ロ
ネ
ー
ト
・

狩
野
氏
（
東
京
同
友
会
）
が
基
調
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

（
各
支
部
と
も
新
年
度
役
員
一
覧
は

本
紙
次
頁
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
）

2
0
1
5
年
度
活
動
が
ス
タ
ー
ト

各
支
部
総
会
を
開
催
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［
支 

部 

長
］

㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

	

社　

長　

町
田　

英
之

［
副
支
部
長
］

㈱
ア
ー
キ
ズ
ム
あ
す
か
設
計

	

社　

長　

小
林　

光
義

㈱
Ｍ
Ｏ
設
計

	

社　

長　

海
老
沼
久
之

赤
城
フ
ー
ズ
㈱

	

常　

務　

遠
山　

昌
子

［
運
営
委
員
］

㈱
蜂
巣
労
務
管
理
事
務
所

	

社　

長　

蜂
巣　

史
良

萩
原
設
備
㈱

	

萩
原
佐
知
子

㈲
都
丸
洋
服
店

	

常　

務　

都
丸　
　

剛

松
木
制
作
所

	

代　

表　

松
木　

剛
一

宗
教
法
人	

如
意
寺

	

住　

職　

村
田　

賢
秀

㈱
Ｋ
Ｕ
総
合
研
究
所

	

社　

長　

内
山　

和
則

㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー

	

社　

長　

杉
崎　

由
里

サ
ラ
フ
ジ
㈱

	

専　

務　

佐
藤　

孝
志

㈲
ダ
イ
ニ

	

取
締
役　

関　

美
津
穂

増
田
煉
瓦
㈱

	

社　

長　

増
田　

晋
一

㈱
ア
ル
フ
ァ
ー
企
画

	

取
締
役　

神
谷　

幸
広

㈱
米
田
設
計

	

取
締
役　

横
堀　

将
之

［
監　

事
］

㈲
種
幸
商
店

	

社　

長　

村
山　

英
樹

［
顧　

問
］

蔵
前
産
業
㈱

	

会　

長　

橋
本　
　

勝

関
東
防
災
工
業
㈱

	

社　

長　

宮
崎　

精
一

［
支 

部 

長
］

三
朋
企
業
㈱

	

社　

長　

宮
石　

喜
康

［
副
支
部
長
］

関
東
興
業
㈱

	

社　

長　

佐
藤　

浩
二

末
高
販
売
㈱

	

社　

長　

水
野　

龍
太

㈱
ア
イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム

	
社　

長　

戸
塚　

美
秀

［
運
営
委
員
］

㈲
石
井
設
備
サ
ー
ビ
ス

	

社　

長　

石
井　

洋
志

栄
信
経
営
労
務
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

	

代　

表　

高
橋　

信
夫

㈱
オ
ー
ケ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

	

岡
部　

雄
太

㈱
お
お
ぞ
ら
メ
タ
ル

	

専　

務　

齋
藤　

秀
明

川
上
機
工
㈱

	

社　

長　

吉
池　
　

睦

㈱
小
林
自
動
車
ボ
デ
ー

	

工
場
長　

小
野
塚
明
哉

税
理
士
法
人
佐
藤
事
務
所

	

高
橋　

寿
明

澤
希
運
輸
㈲

	

社　

長　

中
澤　

直
希

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス

	

社　

長　

田
村　

徳
良

セ
レ
ナ
ー
デ

	

代　

表　

朝
岡　

伸
江

ソ
ニ
ー
生
命
保
険
㈱

	

生
沼　

英
治

㈲
太
雅
建
物

	

社　

長　

太
田　

雅
之

㈱
堤
組
舗
装

	

社　

長　

堤　
　

謙
治

㈱
天
翔
堂

	

社　

長　

岡
崎　

輝
行

㈱
マ
ル
カ
ツ

	

社　

長　

熊
谷
佐
知
恵

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱

	

社　

長　

提
箸　

康
裕

㈲
山
一
製
作
所

	

社　

長　

佐
藤　

茂
樹

㈱
山
岸
製
作
所

	

社　

長　

山
岸　

良
一

陽
光
自
動
車
㈲

	

社　

長　

山
本　

邦
彰

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

	

代　

表　

村
山　

秀
樹

リ
ー
ド
工
業
㈱

	

社　

長　

大
塚
利
恵
子

［
会
計
監
査
］（
兼
務
）

㈱
群
馬
計
理

	

社　

長　

五
十
嵐
正
子

［
支 

部 

長
］

㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス

	

社　

長　

榎
原　

栄
一

［
副
支
部
長
］

三
和
商
会

	

代　

表　

五
十
嵐
徳
英

㈱
エ
ム
・
エ
ス
・
ケ
ー

	

専　

務　

稲
葉　

敬
祐

マ
ル
バ
シ
経
営
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

	

代　

表　

丸
橋　

正
幸

群
馬
合
金
㈱

	

会　

長　

六
本
木
恒
宏

㈱
日
乃
出

	

社　

長　

古
郡　
　

登

㈱
内
山
労
務
管
理
事
務
所

	
社　

長　

内
山　

修
一

［
運
営
委
員
］

㈱
石
川
製
作
所

	

社　

長　

石
川　

信
也

㈱
井
下
時
計
店

	

社　

長　

井
下　

泰
伸

石
原
労
務
管
理
事
務
所

	

代　

表　

石
原　

慎
二

兼
希
工
業
㈱

	

専　

務　

細
渕　
　

敦

㈱
カ
ー
ヴ
ェ
ル
ク

	

社　

長　

奥
野　
　

豊

後
藤
ガ
ッ
ト
㈲

	

社　

長　

後
藤　

昌
甲

ス
ク
ー
ト

	

代　

表　

高
山　

和
則

㈲
ス
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

	

専　

務　

諏
訪　

康
彦

大
進
建
設
㈱

	

社　

長　

齋
藤　

元
秀

㈱
ナ
ガ
シ
マ

	

社　

長　

長
島　
　

誠

㈱
日
本
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
工
業

	

社　

長　

桑
原　

啓
一

プ
ロ
フ
ァ
設
計
㈱

	

社　

長　

杉
山　
　

崇

合
同
会
社
ユ
リ
ア

	

代　

表　

本
多　

宏
弥

［
会
計
監
査
］（
兼
務
）

㈲
中
央
旅
行

	

社　

長　

中
島　

省
三

ハ
ロ
ー
商
事
ギ
フ
ト

	

代　

表　

佐
藤　

剛
史

［
相
談
役
］

㈱
中　

島

	

監
査
役　

中
島　

徳
衛

コ
ガ
ッ
ク
ス
㈱

	

相
談
役　

古
賀　

義
朗

［
支 

部 

長
］

㈲
岡
田
電
気
設
備

	

社　

長　

岡
田　

善
孝

［
副
支
部
長
］

㈱
邦　

和

	

専　

務　

丹
羽　

孝
宜

㈱
ア
イ
ク
ル
ー

	

部　

長　

平
岩　

健
男

㈲
花
ぶ
さ	

太
田
店

	

店　

長　

花
房　

崇
享

［
運
営
委
員
］

日
本
ゼ
ウ
ス
工
業
㈱

	

常　

務　

田
中
光
太
郎

Ｒ
Ｔ
工
業
㈲

	

社　

長　

前
原
良
太
郎

赤
城
養
鶏
牧
場
㈲

	

取
締
役　

高
村　

哲
夫

㈲
ア
ザ
ミ

	

社　

長　

阿
左
美
義
春

群
馬
レ
ジ
ン
㈱

	

工
場
長　

箱
田　

克
彦

山
王
金
型

	

齋
藤　

貴
志

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介

前

橋

支

部

高

崎

支

部

伊
勢
崎
支
部

桐

生

支

部

㈱
シ
マ
ダ
工
務
所

	

部　

長　

武
井　

康
道

司
法
書
士　

曽
根
康
仁
事
務
所

	

所　

長　

曽
根　

康
仁

㈱
た
つ
き
ち

	

社　

長　

飯
塚　

荘
一

㈱
東
和
広
告
シ
ス
テ
ム

	

社　

長　

中
山　

賀
司

㈲
ノ
ザ
ワ

	

社　

長　

野
沢　

良
史

㈲
平
野
商
店

	

平
野　

正
敏

㈱
ユ
ニ
マ
ー
ク

	

社　

長　

尾
花　

靖
雄

㈱
レ
モ
ン

	

社　

長　

長
岡　

光
雄

［
会　

計
］（
兼
務
）

ア
ラ
イ
商
会
㈱

	

社　

長　

新
井　

雄
一

［
会
計
監
査
］（
兼
務
）

平
岩
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

	

所　

長　

平
岩
千
鶴
子

㈱
し
せ
ん

	

監
査
役　

中
野　

祐
子
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部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

高品質・高機能塗装  (有)クチキテック

“塗装工事何でもお受けします”“塗装工事何でもお受けします”“塗装工事何でもお受けします”“塗装工事何でもお受けします”
コンサルタントが一切入らない、手作り小冊子
「塗り替えをする前に、知っておきたい知識」

　　　　　　無料プレゼント
送り先明記で、ファックスまたは、メールにて
ご請求ください。

〒378-0015  沼田市戸鹿野町324－3

携帯 090-4911-8900
TEL 0278（22）0691
FAX 0278（22）0696

E-mail：kuchikitec@yahoo.co.jp　URL：http://www.kuchikitec.jp  クチキテックで検索

代表取締役  朽木　康
こうくち き

スローガン
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長
］

阿
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代　
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阿
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見
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［
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支
部
長
］

㈲
宮
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場

	

社　

長　
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徳
彦

㈲
農
園
星
ノ
環

	

社　

長　

星
野　

高
章

㈲
ノ
ー
ム
ラ
ン
ド
高
橋

	

社　

長　

高
橋　

宣
明

［
運
営
委
員
］

グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱

	

社　

長　

澤
浦　

彰
治

㈱
北
毛
久
呂
保

	

社　

長　

兵
藤　

武
志

㈲
ク
チ
キ
テ
ッ
ク

	

社　

長　

朽
木　
　

康

㈱
野
菜
く
ら
ぶ

	

専　

務　

毛
利　

嘉
宏

㈱
前
田
設
備

	

部　

長　

前
田　

善
成

木
村
畜
産
㈱

	

社　

長　

木
村　

恵
一

㈱
ツ
ノ
ダ
フ
ァ
ー
ム

	

角
田　

拓
弥

㈱
沼
田
ア
ル
ミ

	
社　

長　

高
橋　

秀
隆

ウ
ス
キ
農
園

	

臼
木　

英
幸

㈲
笠
原
産
業

	

専　

務　

笠
原　

克
也

㈲
利
根
無
線
商
事

	

樋
之
口
武
志

㈲
月
夜
野
き
の
こ
園

	

社　

長　

金
子　

崇
範

㈱
サ
ン
モ
ー
ル

	

社　

長　

藤
野　

伸
夫

［
会
計
監
査
］

農
事
組
合
法
人
吉
野
牧
場

	

代
表
理
事　

吉
野　

憲
司

［
支 

部 

長
］

㈱
シ
ェ
リ
ー

	

社　

長　

清
塚　
　

徹

［
副
支
部
長
］

㈲
ハ
ル
ナ
工
芸

	

社　

長　

植
杉　

隆
士

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
社
会
保
険
労
務
士
行
政
書
士
事
務
所

	

所　

長　

金
井　

雄
吾

［
運
営
委
員
］　　

池
沢
自
動
車
整
備
工
場

	

池
沢　

孝
介

㈱
ホ
リ
グ
チ

	

取
締
役　

鈴
木　
　

実

㈱
出
雲

	

社　

長　

中
野　

賢
幸

㈱
オ
ー
ケ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

	

社　

長　

岡
部　

幹
雄

Ｔ
．
Ｍ
．
企
画

	

代　

表　

佐
藤
と
し
子

㈲
ラ
イ
ブ
フ
ォ
ー

	

社　

長　

奈
良　

春
明

㈲
錦
光
堂

	

社　

長　

為
谷　

貴
士

ロ
ー
ラ
ン
ド
観
光
バ
ス
㈱

	

社　

長　

蜂
巣　

和
美

㈲
小
林
電
気
工
業
所

	

社　

長　

小
林　

裕
一

エ
ス
エ
ー
企
画
㈱

	

社　

長　

岩
崎　

武
栄

㈱
コ
モ
チ

	

専　

務　

齋
藤　

和
子

［
会
計
監
査
］

和
心
の
宿
オ
ー
モ
リ

	

社　

長　

大
森　

隆
博

［
顧　

問
］

㈱
群
馬
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

	

会　

長　

石
田　

勝
弥

太

田

支

部

沼

田

支

部

渋
川
吾
妻
支
部

【前 橋 支 部】『支部会員企業の100％黒字化をめざす』

【高 崎 支 部】『楽しく学び合い経営体質強化！今こそ理想を現実に!!』

【伊勢崎支部】『矜持ある経営者になろう！』

【桐 生 支 部】『より良い会をめざし、より良い仲間を増やしましょう!!』

【太 田 支 部】『仲間と共に学び、未来に夢と希望が持てる会社を目指そう！』

【沼 田 支 部】『	“恕”〜優しさと思いやりの経営〜』

【渋川吾妻支部】『もっと良い経営者になろう！』
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総
会
議
事
終
了
後
、
第
二
部
基
調

報
告
に
お
い
て
、
群
馬
同
友
会
・
青

年
部
会
長
を
務
め
る
㈱
エ
ス
テ
ィ

ビ
ー
、
代
表
取
締
役
・
杉
崎
由
里
氏

が
経
営
体
験
を
報
告
。「
こ
れ
が
私

の
生
き
る
道
〜
産
廃
運
送
屋
二
代
目

女
社
長
が
〝
同
友
会
愛
〟
を
語
り
ま

す
〜
」
と
題
し
、
同
友
会
活
動
を
通

し
て
自
己
成
長
し
て
い
く
様
子
を
率

直
に
語
り
ま
し
た
。

　

社
員
と
の
距
離
感
、
伝
わ
ら
な
い

思
い
に
自
信
を
失
い
、
か
つ
て
な
い

　

創
立
十
周
年
を
迎
え
た
渋
川
吾
妻

支
部
の
総
会
第
二
部
は
、
十
周
年
記

念
講
演
会
と
し
て
プ
ロ
ネ
ー
ト
の
狩

野
会
長
（
東
京
同
友
会
）
を
講
師
に

迎
え
ま
し
た
。

　

狩
野
会
長
は
地
元
渋
川
市
の
出

身
。
高
校
卒
業
後
に
上
京
し
、
九
年

間
で
勤
め
た
会
社
七
社
が
倒
産
し
た

こ
と
、
創
業
か
ら
社
長
就
任
前
後
の

会
社
再
建
、
そ
し
て
今
日
も
続
く
業

自
己
否
定
感
に
苛
ま
れ
て
い
た
杉
崎

氏
。
そ
う
し
た
な
か
で
同
友
会
と
出

会
い
、「
人
を
生
か
す
経
営
」「
共
に

育
つ
」
の
考
え
方
に
経
営
課
題
を
解

決
す
る
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
も
支
部
例
会
や
社
員
教

育
、
全
国
行
事
な
ど
を
通
し
て
積
極

的
に
学
び
続
け
、
今
年
度
よ
り
青
年

部
会
長
に
就
任
。
同
部
会
の
活
動
方

針
「
交
流
か
ら
得
る
深
い
学
び
を
自

己
成
長
促
進
の
最
大
の
武
器
と
し
て

実
践
す
る
」
に
込
め
た
思
い
、
青
年

革
が
す
す
め
ら
れ

た
」
と
狩
野
氏
は

語
り
ま
す
。

　

ま
た
「
も
は
や

一
社
完
結
の
時
代

で
は
な
い
。
こ
れ

か
ら
は
異
業
種
で

繋
が
っ
て
価
値
を

生
み
出
す
時
代
で

あ
る
」
と
結
び
ま

し
た
。

　

と
て
も
七
十
四

歳
と
は
思
え
な
い

柔
軟
な
発
想
で

次
々
と
新
た
な
分

野
へ
挑
戦
を
続
け

る
姿
に
誰
も
が
心

を
打
た
れ
ま
し

た
。

態
変
革
な
ど
、
自
ら
の
体
験
を
披
露

し
つ
つ
、
激
変
の
時
代
に
お
け
る
中

小
企
業
経
営
の
あ
り
方
を
示
唆
し
ま

し
た
。

　
「
往
々
に
し
て
設
備
に
は
お
金
を

か
け
て
も
人
に
お
金
を
か
け
た
が
ら

な
い
経
営
者
が
多
い
。
や
は
り
企
業

は
人
な
り
。
私
は
真
っ
先
に
人
に
手

を
か
け
、
社
員
の
成
長
を
第
一
に
考

え
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
業
態
変

第
十
一
回 

渋
川
吾
妻
支
部
総
会

激
変
の
時
代
、

　

中
小
企
業
が
勝
ち
進
め
る
業
態
変
革

第
三
十
回 

高
崎
支
部
総
会

こ
れ
が
私
の
生
き
る
道

経
営
者
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
力
強

く
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

「
同
友
会
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」

「
経
営
者
が
学
び
続
け
る
意
味
」「
人

材
育
成
の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
十
九
回 

桐
生
支
部
総
会

新
会
員
歓
迎
会

　

第
一
部
「
総
会
議
事
」
の
終
了
後
、

第
二
部
「
新
会
員
歓
迎
会
」
を
開
催
。

同
友
会
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
に
引
き

続
き
、
二
〇
一
四
年
度
、
新
た
に
仲

間
に
加
わ
っ
た
会
員
の
方
に
、
自
己

紹
介
を
か
ね
て
「
ミ
ニ
経
営
体
験
報

告
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

報
告
者
を
務
め
た
の
は
、
群
馬
レ

ジ
ン
㈱
・
箱
田
氏
、
い
け
だ
労
務
管

理
事
務
所
・
池
田
氏
の
二
名
。
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
内

容
や
経
営
課
題
、今
後
の
展
望
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岡
田
支
部
長
か
ら
歓
迎

の
言
葉
と
と
も
に
同
友
会
の
タ
テ
＆

バ
ッ
ジ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。〝
会

員
は
辞
書
の
一
ペ
ー
ジ
〟
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
、

桐
生
支
部
の
活
動
も
グ
ッ
と
厚
み
を

増
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
！

　

第
三
部
「
懇
親
会
」
で
は
、

二
〇
一
五
年
度
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
を
決
め
る
べ
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
若
手
会
員
の
進
行
・
乾
杯
で
幕
が

開
き
、
新
会
員
も
ベ
テ
ラ
ン
会
員
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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五
月
二
十
一
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た「
第
二
十
八
回
太
田
支
部
総
会
」

は
第
一
部
・
総
会
議
事
を
滞
り
な
く

承
認
し
た
後
、第
二
部
で
は「
実
録
！

事
業
承
継
」
と
題
し
て
、
今
年
一
月

に
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
末
高
販

売
㈱
、
水
野
龍
太
氏
（
高
崎
支
部
所

属
）
が
基
調
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
八
年
前
に
水
野
氏
が
作
成

し
た
「
末
高
販
売
三
〇
周
年
記
念
Ｄ

Ｖ
Ｄ
」
を
披
露
し
、
同
社
の
歴
史
を

紐
解
い
た
後
、
本
題
の
事
業
承
継
へ

　

第
一
部
・
総
会
議
事
終
了
後
の
第

二
部
・
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
入
会
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て

二
〇
一
四
年
度
の
入
会
者
と
、
支
部

総
会
当
日
ま
で
に
入
会
し
た
十
三
名

に
、
三
つ
の
目
的
の
タ
テ
と
バ
ッ
ジ

を
贈
呈
し
、
一
名
ず
つ
自
己
紹
介
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
「
同

友
会
の
活
か
し
方
」
と
題
し
て
、
群

馬
同
友
会
・
黒
岩
事
務
局
長
が
、
同

友
会
の
生
い
立
ち
か
ら
現
在
の
活
動

を
紹
介
。
そ
の
中
で
伝
え
て
お
き
た

い
こ
と
を
「
同
友
会
を
活
用
す
る
も

し
な
い
も
、
会
社
に
活
か
す
か
ど
う

か
も
自
分
次
第
」
と
し
て
、「
自
主

的
に
参
加
し
、
学
び
合
う
」
と
い
う

同
友
会
の
特
徴
を
再
認
識
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
報
告
を
踏
ま

え
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
学
ん

だ
こ
と
全
て
を
社
内
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
の
で
は
な
く
、
し
っ
か

り
考
え
て
会
社
に
合
う
も
の
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
」「
い
つ
も
よ

り
短
い
討
論
時
間
だ
っ
た
が
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
良
い
討
論
が
で
き

た
」
な
ど
の
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

と
移
り
ま
し
た
。

　

入
社
か
ら
営
業
マ
ン
と
し
て
の
目

覚
め
、
志
願
し
て
の
専
務
就
任
、
そ

し
て
今
日
に
至
る
道
の
り
を
時
系
列

で
振
り
返
っ
た
水
野
氏
。
ベ
テ
ラ
ン

社
員
と
の
軋
轢
や
先
代
と
の
度
重
な

る
衝
突
、
社
長
就
任
間
際
の
大
き
な

試
練
、
ま
た
、
ど
ん
な
と
き
も
支
え

て
く
れ
た
奥
様
の
存
在
な
ど
、
そ
の

一
つ
一
つ
に
当
時
の
思
い
を
重
ね
合

わ
せ
る
感
情
の
籠
っ
た
報
告
は
、
参

加
者
の
心
に
深
く
響
き
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
水
野
氏
を
囲
ん
で
懇
親

会
兼
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
お
酒

や
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

関東防災工業株式会社
消防設備・電気設備・PDCE避雷針のことなら

■本　　　社　〒371-0857　前橋市高井町1-29-7
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）251-3535
■安中営業所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）385-5261
■東毛営業所　〒370-0514　群馬県邑楽郡大泉町朝日5-8-21
　　　　　　　　　　　　   TEL（0276）55-3770

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

第
三
十
回 

前
橋
支
部
総
会

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
二
十
八
回 

太
田
支
部
総
会

実
録
！
事
業
承
継
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

Y's.com
代表　須藤 優子 氏（太田支部所属）

webサイト製作から更新、
　　　管理作業までサポート！
webサイト製作から更新、
　　　管理作業までサポート！
webサイト製作から更新、
　　　管理作業までサポート！

▼
会
社
紹
介
と
自
己
紹
介

　

当
社
は
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
企

画
・
製
作
・
運
営
管
理
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
、
Ｐ
Ｃ
メ
ン
テ
ン
ス
及
び

Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
手
掛
け
て
い

ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や

電
化
製
品
が
好
き
で
、
調
子
が
悪
い

と
分
解
し
て
修
理
す
る
よ
う
な
、
少

し
変
わ
っ
た
女
の
子
で
し
た
。
あ
る

時
、
家
電
量
販
店
で
パ
ソ
コ
ン
を
見

つ
け
ま
し
た
が
、
ま
だ
高
価
で
購
入

で
き
ず
、
お
店
に
通
っ
て
は
パ
ソ
コ

ン
に
触
っ
て
い
ま
し
た
。
十
八
歳
の

頃
、
父
親
名
義
で
月
々
五
千
円
払
い

Q 

&

      

A

ン
が
普
及
し
て
い
る
の
に
、
ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
の
活
用
に
ご
理
解
頂
け
る
企

業
様
が
少
な
い
の
は
、
私
の
提
案
不

足
が
原
因
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
効
率
的
な
利
用
方
法

の
提
案
に
、
も
っ
と
力
を
入
れ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
が
発
展

し
、
自
動
化
社
会
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
、

尚
且
つ
メ
リ
ッ
ト
の
多
い

シ
ス
テ
ム
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お

客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る

「
も
の
づ
く
り
」、
生
徒
さ

ん
の
将
来
に
少
し
で
も
役

立
て
る
教
育
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
事
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
も
ら
い
、
購
入

し
て
か
ら
は
、
そ
の
魅
力
に
さ
ら
に

惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
パ
ソ
コ
ン
で
何
が
し
た
い
の

か
も
定
ま
ら
な
い
頃
に
知
り
合
っ
た

Ｓ
Ｅ
（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
の

方
に
薦
め
ら
れ
、
あ
る
企
業
に
入
社

し
、
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
種
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
検
定
試
験
な
ど
を
取
得

し
、Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
、基
金
訓
練
（
現

求
職
者
支
援
訓
練
）
で
の
講
師
業
を

経
て
、
二
〇
一
一
年
に
現
在
の
仕
事

を
創
業
し
ま
し
た
。

▼
イ
チ
オ
シ
の
サ
ー
ビ
ス

　

各
企
業
様
の
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
製
作
が

主
な
仕
事
で
す
が
、
皆
さ
ま
お
忙
し

そ
う
で
、
製
作
し
た
サ
イ
ト
の
更
新

が
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な

企
業
の
担
当
者
様
に
は
「
ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
は
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
育
て
な
い

と
大
き
く
な
れ
ま
せ
ん
」
と
、
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、
更
新

作
業
は
各
企
業
様
に
て
行
っ
て
頂
く

の
が
一
番
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

作
業
時
間
や
人
員
配
置
な
ど
の
問
題

で
、担
当
者
様
も
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、サ
イ
ト
更
新
作
業
の
請
負
・

管
理
・
運
営
ま
で
の
全
て
に
お
け
る

「
サ
イ
ト
管
理
サ
ー
ビ
ス
」
を
始
め

ま
し
た
。

　

現
在
、
担
当
し
て
い
る
企
業
様
か

ら
は
「
人
件
費
の
削
減
（
人
員
配
置

を
し
て
い
た
た
め
）
が
で
き
た
」「
時

間
と
気
持
ち
の
余
裕
が
持
て
た
」「
安

心
し
て
本
業
に
取
り
組
め
ま
す
」
と

言
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
「
サ

イ
ト
か
ら
の
反
響
が
増
え
た
」
と
の

声
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
が
成
長
し
、
活
用
さ
れ
て
い
る

証
だ
と
思
い
ま
す
。
更
新
作
業
に
悩

ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
ま
た
Ｐ
Ｃ

に
不
慣
れ
な
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
取
り
組
ん
だ
経
緯

　

サ
イ
ト
の
更
新
が
後
回
し
に
な
る

理
由
で
多
か
っ
た
の
が
「
日
々
の
業

務
に
追
わ
れ
、
つ
い
う
っ
か
り
…
」

「
Ｐ
Ｃ
に
不
慣
れ
で
、
わ
か
っ
て
い

て
も
そ
の
ま
ま
…
」
と
い
う
声
で
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
今
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
少
し
の
負
担
を

か
け
て
頂
き
た
い
の
で
す
が
、
そ
れ

に
は
若
干
の
知
識
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
先
述
の
「〝
不
慣
れ
で
そ

の
ま
ま
に
…
〟
と
い
う
問
題
を
解
決

し
た
い
」
と
の
思
い
と
「
自
分
が
製

作
し
た
サ
イ
ト
に
は
成
長
し
、
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま

し
た
。

▼
現
在
の
課
題
と
今
後
の
展
望

　

こ
れ
だ
け
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

所　在　地／伊勢崎市茂呂町2−2775−4 島田ビル201
連  絡  先／T E L 0 2 7 0 − 7 5 − 2 9 4 0
Ｕ　Ｒ　Ｌ／ h t t p : / / p c b a r . j p　
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【環境展（東京ビッグサイト）で講師】　　　  ㈱丸越
　産業廃棄物処理や不用品回収の㈱丸越（代表取締
役・堀越正和氏、渋川吾妻支部所属）は５月26日、東
京ビッグサイトで開催された「2015NEW環境展」
の記念セミナーに講師を派遣した。約200人の参加
者に同社の取り組みなどを解説した。記念セミナー
は12のテーマに分けて行われ、その中の１つ「不用
品・粗大ごみ回収と遺品整理ビジネス」の中で、堀
越社長が「顧客管理システムを活用した不用品回収
マーケティング」について講演を行った。同社の概
要を説明しながら、顧客管理に至る経緯や現在の業
務の大きな柱である不用品回収からのリフォーム事
業などの新たな展開について説明。「不用品回収
は、客のニーズに合わせてスピードと適正な料金で
の処理により、安心の提供と維持が図れることが最
も重要」とし、「取引先の業者と共存しながら、当
社にかかわるすべてを豊かにすることが目標」と
語った。　　　　　　　　　　		［６／４付ぐん経］

【装置組立の第３工場を稼働】　　　　  ㈱システム
　加工機械や搬送装置の自動化・省力化などを手
掛ける㈱システム（代表取締役・多賀谷彰美氏、伊勢
崎支部所属）はこのほど、同社敷地内に第３工場を
竣工した。海外からの発注などに対応、装置の組
立工場として稼働する。CI（コーポレートアイデンティ
ティ）導入の一環で「パーSPOT」と命名、それまで
の第１、第２工場も名称と外装を変えて、それぞれ
「グー」「チョキ」「パー」工場棟として新たなス
タートを切った。
　今回新設したパー工場は330平方メートルの広さ
で、組立工場として稼働する。工場完成時、若い人
が魅力を感じ、楽しみながら働ける会社にしたいと
の思いから、工場のイメージを一新した今回のCI
につなげ、近隣からも注目を集めている。
　多賀谷社長は「業界が高齢化する中、慣習を打破
して、新しい考え方でシステムを作っていきたい。
付加価値を付けられるおもしろい発想ができるよ
う、工場もおもしろく『グー・チョキ・パー』と命
名した。社員もそれを楽しんでいるようだ」と話し
ている。　　　　　　　　　　		［６／11付ぐん経］

【産廃処理　学び楽しむ】  　　　　　　㈱ナカダイ
　産業廃棄物処理業の㈱ナカダイ（取締役常務・中台
啓一氏、伊勢崎支部所属／管理部長・越知靖政氏、前橋
支部所属）は７月１日、前橋市駒形町の前橋支店向
かいに、収集した廃棄物を展示販売する施設をオー
プンする。体験型教室や工場見学の受付窓口も設
け、年間約２千人の来場を見込む。新施設の名称は
「モノ：ファクトリー」。地域に開かれた産廃処理
場としてより気軽に立ち寄れる場にしようと、支店
近くの鉄骨２階建て約500平方メートルの建物を取
得した。１階は廃棄物を解体、分別して生じた素材
を展示販売する「マテリアルライブラリー」で、ア
ルミ材やエアバッグなど約500種類を並べる。同社
には１日約50トンの廃棄物が運び込まれるため、展

示する素材も日々入れ替わるという。
　施設は平日のみ営業。お盆を除く夏休み期間中
（７月18日〜８月末）は土日も開く予定。同社は「学校
帰りの小学生や地域の方に気軽に来てもらい、工場
や素材の面白さを体感してほしい」としている。　
　　　　　　　　　　　　　　　		［６／12付上毛］

【旧SMBC日興証券高崎支店ビル取得】豊長自動車販売㈱
　中古車販売で県内最大手の豊長自動車販売㈱（代
表取締役・長尾秀夫氏、高崎支部所属）はこのほど、
移転のため未使用になっていたSMBC日興証券高崎
支店の５階建てビル（同市連雀町104）を取得した。
テナントビルとして活用する計画で、既に入居者募
集を始めている。経営多角化・安定化が狙い。
　新たに取得したビルは鉄筋コンクリート造りで地
上５階建て。延べ床面積は約1120平方メートル。専
有面積は１階が183.6平方メートル、２階以上がそ
れぞれ233.8平方メートル。SMBC日興証券が62年
に自社ビルとして建設した。耐震補強工事済み。
　一棟貸しを基本に考えているが、フロアごとの賃
貸にも対応する意向。入居者が決定し次第、改装工
事に着手する。
　長尾社長の話「好立地なので市街地にも寄与でき
ると考えた。内装工事は入居者の希望に対応した
い」　　　　　　　　　　　　		［６／18付ぐん経］

【会話術学ぶセミナー】  税理士法人田子会計事務所
　税理士法人の田子会計事務所（副所長・田子宏美
氏、前橋支部所属）は４日、県公社総合ビルでセミ
ナーを開き、約40人が参加した。同事務所は11年か
ら同様のセミナーを企画、年に５回ほど開催してい
る。今回のテーマは「プロアナウンサーが伝授する
『売上げが伸びる』に繋がる会話術」。講師はフ
リーアナウンサーの奈良のりえ氏。
　今回は発声練習に始まり、自己紹介では設定時間
内に相手の記憶に残すプロの方法を伝授。また部下
のモチベーションを高める、リラックスして話すな
どの会話事例を示し「円滑な会話は信頼性や説得力
を高め、長期的観点では売り上げアップにつなが
る」と話した。
　同事務所では７月７日にもセミナーを企画してい
る。県勤労福祉センターで伝統デザイン工房の高
橋万太郎社長を招き開催する。問い合わせは同社
（027−261−1816）へ。　　　　	［６／18付ぐん経］

【取締役所長就任】
　㈱米田設計、取締役副所長・横堀将之氏（前橋支部
所属）は、この度、「取締役所長」に就任しました。

【代表取締役社長就任】
　富士ゴム工業㈱、常務取締役・漆畑兼久氏（太田
支部所属）は、この度、「代表取締役社長」に就任し
ました。

【取締役会長就任】
　群馬合金㈱、代表取締役・六本木恒宏氏（伊勢崎支
部所属）は、この度、「取締役会長」に就任しました。
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第２回

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

新会員
ご紹介

６月度常任理事会承認
会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

〒371-0857　前橋市高井町1-13-10

　群馬県の野菜と花の輸送に特化した運送会社で
す。群馬県の農業を足回りとして支えておりま
す。異業種の方との情報交換を通じ、群馬県で必
要とされる物流会社を目指していきたいと思って
います。よろしくお願いします。

ＴＥＬ：027-253-3302

FAX：027−253−3380
生花・青果の物流

【紹介者／澤浦彰治】

前
橋
支
部

吉澤運送㈲

代表取締役
相　原　佳　寛

S52年生

〒370-1104　佐波郡玉村町大字上福島752

　当社は365日24時間対応で、全国どこへでも配
送いたします。気遣い日本一を目指して、緊急配
送・スポット便・チャーター便・小荷物配送や引
越しなどの運送業務を行っています。どうぞ宜し
くお願いします。

ＴＥＬ：0270-64-2429

FAX：0270−50−1580
一般貨物運送業

【紹介者／本多宏弥】
ゴルフ

伊
勢
崎
支
部

㈲翔栄サービス

代表取締役
原　田　裕　士

S41年生

計
二
十
三
名
）

【
議　

事
】

　

前
橋
支
部
の
遠
山
理
事
（
社
員
教

育
副
委
員
長
）
が
議
長
を
つ
と
め
、

山
岸
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、
第
二

回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
等
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
上
半
期
支
部
還
元
金
支
払
予
定

　

算
定
基
準
に
基
づ
き
、
上
半
期
支

部
還
元
金
を
近
日
中
に
支
払
う
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

○
今
年
度
の
役
員
研
修
会
を
理
事
会

定
例
日
の
七
月
七
日
に
国
吉
中
同
協

副
会
長
を
迎
え
て
一
泊
で
開
催
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
四
十
七
回
中
同
協
定
時
総
会
へ

の
参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案

①「
第
三
回
群
馬
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」

へ
の
依
頼
に
つ
い
て
検
討
し
、
同
友
会
と

し
て
後
援
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

②
生
沼
障
害
者
雇
用
委
員
長
よ
り
、

「
第
一
回
障
害
者
雇
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
つ
い
て
開
催
概
要
（
七
月
二
十
二

日
開
催
）
の
決
定
報
告
と
協
力
依
頼

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承

認
し
ま
し
た
。

③
増
田
政
策
委
員
長
よ
り
、「
が
ん

と
就
労
」
講
演
会
（
九
月
七
日
開
催
）

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承

認
し
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
新
年
度
の
支

部
目
標
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
八
名

日
時　

六
月
二
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者(

順
不
同
・
敬
称
略)

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
常
任
理
事

／
丹
羽
、杉
崎
、生
沼
、増
田
、町
田
、

宮
石
、
榎
原
、
岡
村
、
阿
左
見
、
清

塚
、
理
事
／
海
老
沼
、
遠
山
、
佐
藤
、

丸
橋
、
諏
訪
、
根
岸
、
島
山
、
高
橋
、

前
田
、
星
野
、
植
杉
、
金
井
、
事
務

局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員

の
う
ち
、
五
名
が
同
じ
会
社
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
、
入
会
資

格
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
な
か
な
か
意
見
が
ま
と

ま
ら
な
い
た
め
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

先
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
（
審
議
事
項
）

　

前
述
の
会
員
資
格
に
つ
い
て
活
発

な
グ
ル
ー
プ
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
入
会
者
全
員
、
退
会

者
三
名
を
承
認
し
ま
し
た
。

（
※
但
し
、
後
日
、
同
一
会
社
の
五

名
は
入
会
辞
退
と
な
り
、
入
会
者
は

三
名
に
修
正
さ
れ
ま
し
た
）

　

ま
た
、
会
員
資
格
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
月
理
事
会
で

検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
三
回
理
事
会
は
「
役
員
研
修
交

流
会
」
と
し
て
、
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
時
：
七
月
七
日
（
火
）

　
　
　

十
五
時
三
十
分
〜
翌
朝
ま
で

会
場
：
和
心
の
宿
オ
ー
モ
リ


